
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 埼玉県 】 

学校名【 県立杉戸高等学校 】 

１ 実践テーマ 【 Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅴ 】  

２ 実施対象者 

（学年・人数） 
 全校生徒  ９４１名 

  

３ 展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（ あり方・生き方教育  ） 

② 行事名（ トップアスリート講演会 ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（ ボランティア清掃・小学校との交流事業 ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・東京オリンピック・パラリンピックへの関心を深め、スポーツに参加する・観る・

支えるという観点から、自ら進んで社会に貢献しようとする力の育成、また自らの

生き方を考えさせる機会にしたい。 

 

５ 取組内容 ・実践その１ DVD視聴 （１学年３１７人対象） 

① 夢に向かって 車いすアスリートの挑戦 副島正純選手 

② NHKスペシャル ふたりならもっと強くなれる「絆」で目指す世界の頂点 

 
DVD視聴をしながら、心にとめておきたい言葉、感動した場面についてなど

メモを取らせた。その後グループになり、それぞれの考えや価値観に触れ、寛容

に受け入れられるような機会を作った。 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

・実践その２ 地域活動（ボランティア清掃） 

7月１０日、２８０名が参加して地域の清掃を行いました。 

３月にも実施予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  地域の支えがあって活動ができること、報徳の思いを込めて。 

 

・実践その３ 近隣小学校との交流事業（杉戸第二小学校） 

空手道部⇒5・6年生と運動会前日準備   サッカー部⇒朝マラソンの並走、練習の補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスケットボール⇒授業補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スポーツを支える立場になり、これからのスポーツを担う子供たちへスポーツ

の楽しさを伝える体験。 
 

・実践その４ トップアスリート講演会 （全校生徒対象） 
  「トップアスリートを取り巻く環境と人と人とのつながり」川内優輝 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



学生から社会人へ、そしてプロとなった今の競技に対する思い、環境や支えと

なる人々への感謝の思いなど、生徒の心に残る講演会となった。これからの川内

選手への活躍を願い、校歌でエールを送った。 
 

６ 主な成果 

 

・オリンピック・パラリンピックへの関わりについては、学校活動のなかで動機づ

けをし、一生に一度の経験かもしれない国を挙げてのイベントに、関心を持たせ

るように心がけた。 

・スポーツに「参加する・観る・支える」という観点から、スポーツで得られる感

動や、生きがいとしてのとらえ方、スポーツを通じての健康の保持増進など、生

徒それぞれに実感させることができた。 

・あり方、生き方教育と結び付けたことで、スポーツは参加（PLAY）するだけで

なく、様々な関わり方を通して人と人とがつながり、豊かな生き方へとつながる

ことに気づかせることができた。 

・これらの働きかけを年間を通じて行った結果、挨拶や返事、掃除をしっかり行う

など自ら考え、前向きに行動できる生徒が増えた。 

 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

・昨年度は、ハイパフォーマンススポーツセンター長の勝田隆氏の講演会を行い、

競技者を支える立場や実際に同行したオリンピックでの現状をお話しいただい

た。 

・今回の川内氏のトップアスリート講演会は、競技者の立場からの視点や、支えら

れる立場での目線とその環境への思いなどを生徒に伝えたいと企画した。 

・川内氏の講演会までに、様々な活動を通じてスポーツに参加し、周囲の支えに感

謝できるような人づくりを心がけながら講演会につなげた。 

 

８ 主な課題等 ・この事業は体育的活動と結び付けるだけでなく、様々な教科でも取り扱うことが

可能であり、実施する必要性を感じた。 

・学校の行事と各教科での取り扱いをバランスよく調整し、実践していくことが大

切であると感じた。 

 

９ 来年度以降

の実施予定 

・ボランティア清掃、小学校との交流事業は今後継続していく予定である。 

・また、オリンピック・パラリンピック終了後は、選手や大会の成功を支えた人々

の実録や実話が多くあると思うので、それらをあり方・生き方教育で取り扱って

いきたい。 

 

 


